
 

 

  



昭
和
天
皇
大
喪
の
礼
を
機
に 

 
昭
和
九
年
群
馬
縣
下
、
陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
、 

 

小
此
木
兄
弟
商
会
の
製
品
、
献
上
品
、
天
覧
品
、
の
栄
誉
を 

 

た
た
え
、
当
時
の
思
い
出
を
し
る
す
。 

   

 



組
織 

 
平
八
郎 

 
 
 
 

六
郎 

社
長 

 
 

専
務 

 
 

幹
部 

 
 

工
員 

 
 

 

原
料
の
仕
入 

 
 

人
事
、
設
備 

 
 

作
業
指
導 

 
 

 

金
融
販
賣 

 
 
 

教
育
外
交 

 
 
 

教
育
被
服 

 
 

作
業 

 
 

 

外
交 

 
 
 
 
 

研
究 

 
 
 
 
 

食
事
給
与 

 

工
場
内
務
規
定 

 

当
番 

 
 

宿
直 

 
 

上
番 

 
 

甲
週
番 

 
 

乙
週
番 

 
 

 
 
 

幹
部 

 
 
 
 

兵
隊
検
査
以
上 

 

二
十
一
才
迄 

 
 
 

入
社
よ
り
二
年 

 

規
則 

⒈ 
 

第
一
日
曜
、
第
三
日
曜
は
休
日
、
旅
行
春
、
秋
二
回
、
被
服
支
給
、
食
費
無
料 

⒉ 
 

新
入
社
は
工
業
学
校
の
夜
学
に
通
ふ
こ
と
、 

⒊ 
 

週
番
交
替
は
嚴
正
に
申
し
送
り
を
す
る
こ
と
、 

⒋ 
 

幹
部
は
、
シ
ス
の
上
っ
張
り
を
着
用
、
工
員
は
作
業
服
を
着
用
の
こ
と 

⒌ 
 

乙
週
番
は
（
炊
事
番
）
専
用
の
自
転
車
を
使
用
す
る
こ
と 

⒍ 
 

許
可
無
き
に
夜
の
外
出
は
嚴
禁
、
女
性
と
の
文
通
を
禁
ず 

⒎ 
 

各
所
に
火
取
締
り
責
任
者
の
氏
名
を
明
示
、
同
列
の
者
に
は
親
和
を
計
り
、 

 
 

 

上
位
者
に
は
服
従
す
る
も
の
と
す
、
従
っ
て
一
日
で
も
早
く
入
社
し
た
る
者
に
は 

 
 

 

敬
意
を
表
し
○
○
さ
ん
と
呼
稱
す
る
、 

⒏ 
 

毎
週
の
甲
乙
当
番
き
め
は
、
幹
部
が
週
番
帳
に
記
入
し
て
発
表
、
乙
は
炊
事 

当
番
を
担
当
、
甲
乙
共
一
時
間
早
く
起
床
し
て
甲
は
ボ
イ
ラ
ー
、
乙
は
作
業
無
し
、 

⒐ 
 

他
の
甲
乙
級
の
者
は
起
床
と
共
に
分
担
の
掃
除
域
を
き
れ
い
に
し
て
、
全
員
の
ラ
ヂ
ヲ 

 
 

体
操
場
に
集
合
、
朝
食
は
其
の
後
と
す
る
、
作
業
終
了
後
は
甲
は
戸
締
り
を
す
る
、 

⒑ 

上
番
者
は
、
下
位
の
者
を
指
導
し
て
、
日
曜
日
に
は
来
客
の
接
待
、
電
話
当
番
及
び 

 
 

自
転
車
ト
イ
レ
の
掃
除
の
点
検
、
寄
宿
舎
内
で
の
教
育
に
当
る 

⒑ 
 

夜
る
九
時
に
な
る
と
、
全
員
の
点
呼
を
行
い
異
状
の
有
無
を
宿
直
に
報
告
す
、 

⒒ 
 

宿
直
者
は
社
長
代
理
と
心
得
え
、
下
位
を
把
握
指
導
す
、
万
一
の
場
合
は
、 

 
 

全
員
の
指
揮
に
当
る
（
火
災
、
盗
難
、
水
害
、
病
人
） 

 
 

週
に
一
度
は
日
記
帳
の
点
検
を
行
ふ
こ
と
、 

  



 
工
場
内
の
設
備 

 

一
、
整
経
部 

縦
糸
整
経
機 

二
台 

糸
繰
機 

二
台
（
ボ
ビ
ン
三
〇
並
び
） 

横
糸
整
経
機 

一
台 

横
糸
繰
り
機 

一
台 

假
織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

棒
捺
染
は
外
注 

 

二
、
染
色
部 

 
 
 
 

 

蒸
気
二
重
釜
三
ケ
、
小
一
、
精
練
釜
一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
一
、 

 
 
 
 
 

媒
染
釜
（
銅
製
）
一
、
ヒ
ユ
ガ
ル
ポ
ン
プ
一
、
脱
水
機
一
、
水
洗
場
一
、 

 
 
 
 
 

糊
付
用
具
一
式
、
試
驗
蒸
し
器
二
、
棒
捺
染
液
入
六
〇
ケ
、
石
油
コ
ン
ロ
二
、 

 
 
 
 
 

染
料
配
合
室
一
、
染
料
は
主
に
ド
イ
ツ
及
び
ス
イ
ス
よ
り
原
封
（
？
）
を
使
用
、
媒

染
は
ク
ロ
ー
ム
明
礬
、
精
練
は
炭
酸
ソ
ー
ダ
、
助
剤
は
醋
酸
、
抜
染
剤
は
ハ
イ
ド
ロ

サ
ル
ハ
イ
ト
、
捺
染
液
の
助
剤
は
醋
酸
ク
ロ
ー
ム
、
白
明
礬
、 

 
 
 
 
 

染
色
部
の
倉
庫
保
管
￤
水
飴
三
十
缶
（
？
）
、
布
糊
十
五
貫
づ
つ
買
入
、
ゼ
ラ
チ
ン

一
俵
、
コ
ン
ス
タ
ー
チ
一
俵
、
ア
ラ
ビ
ヤ
ゴ
ム
糊
一
缶
（
？
）
は
用
意
、
外
に
ロ
ー

ド
油
、
ダ
ビ
ッ
ト
オ
イ
ル 

 

三
、
ボ
イ
ラ
室 

コ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
式
一
基
、
夛
管
式
一
基
、
交
互
に
使
用
（
一
級
免
許
） 

石
炭
は
常
盤
炭
鉱
の
中
魂
（
？
）、
米
の
空
き
俵
で
馬
車
に
て
運
搬 

毎
年
定
期
檢
査
が
行
は
れ
る
が
、
内
務
省
技
士
が
巡
査
と
同
行
、
掃
除
は
十
日
位

か
け
て
乙
週
番
級
が
二
三
人
で
や
る
、
ネ
ヂ
切
り
機
具
一
式
、
ボ
イ
ラ
内
部
掃
除

器
具
一
式
準
備
し
て
あ
る
（
配
管
用
） 

 

四
、
捺
染
加
工
部 

 
 
 
 
 
 

当
時
最
新
式
鋸
り
形
屋
根
天
上
よ
り
明
り
取
り
窓
作
り
加
工
板
が
六
枚
、
西
の
室 

に
四
枚
、
形
紙
洗
い
タ
ン
ク
は
温
水
に
使
用
、
一
枚
板
に
一
缶
（
？
）
づ
つ
加
工

板 

の
下
に
は
一
吋
の
蒸
気
パ
イ
プ
、
冬
で
も
寒
く
な
い
様
に
な
っ
て
い
る
。
配
合
染

料 

は
還
元
剤
を
用
い
る
た
め
塩
基
性
（
？
）
が
使
は
れ
て
い
て
亜
鉛
末
デ
キ
ス
ト
リ

ン 

ブ
ラ
ン
キ
ッ
ト
の
抜
剤
飴
を
入
れ
た
糊
を
ヘ
ラ
で
加
工
す
る
。
最
後
に
粟 

（
？
）
ぬ
か
仕
上
げ
で
乾
燥
し
た
も
の
は
地
下
室
で
一
番(

晩)

湿
気
を
と
り
、
次

の 

朝
蒸
し
釜
で
抜
き
う
つ
し
の
化
学
作
用
の
工
程
に
移
る
、 



    

五
、
水
洗
場 

二
疋
掛
け
を
直
線
に
流
し
て
洗
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
流
場
は
裏
の
川
よ
り

水
を
取
り
入
れ
、
形
の
部
分
の
糊
と
余
分
の
染
料
を
落
し
、
其
の
後
醋
酸
仕
上
げ

で
張
場
で
乾
燥
し
た
後
機
巻
の
工
程
へ
廻
す 

六
、
張
り
場
（
乾
燥
場
） 

 
 
 
 

 

天
日
乾
燥
場
と
屋
内
乾
燥
が
二
ヶ
所
あ
っ
た
が
主
と
し
て
屋
内
が
使
用
さ
れ
た
、
長

い
長
い
立
物
で
屋
根
は
ガ
ラ
ス
張
り
下
に
は
二
吋(

イ
ン
チ)

の
蒸
気
パ
イ
プ
が
二

本
通
っ
て
い
て
両
側
に
長
い
た
れ
幕
が
張
ら
れ
効
率
を
考
へ
た
。
此
れ
で
曇
天
日
、

雨
天
日
共
、
作
業
能
率
関
係
な
し 

七
、
研
究
室 

作
業
の
変
化
、
方
法
、
新
染
色
法
、
色
の
試
驗
、
薬
品
、
器
具
の
試
驗 

 

八
、
自
轉
車 

 
 

 
 

 
 

当
時
は
自
轉
車
が
唯
一
の
機
動
力
、
専
務
一
、
織
子
廻
り
四
、
運
搬
車
一
、
幹
部

用 

四
、
普
通
車
四
、
乙
週
番
用
一
、
外
に
二
、
車
（
買
入
修
理
は
奥
野
） 

九
、
購
入
品 

 
 
 
 

 

研
究
作
業
に
必
要
な
薬
品
及
器
具
は
、
本
庄
の
酢
屋
、
染
料
は
剣
持
、
松
浦
、
米
は

社
長
よ
り
小
此
木
米
店
經
由
で
入
荷
、
食
料
品
は
木
村
屋
や
角
店
よ
り
、
野
菜
は
夛

賀
谷
庫
吉
氏
よ
り
帳
簿
事
ム
用
品
は
タ
マ
キ
ヤ
、
被
服
の
補
給
は
幹
部
の
人
が
相
談

し
て
此
れ
を
行
ふ 

十
、
食
堂 

乙
週
番
炊
事
係
は
エ
プ
ロ
ン
掛
け
で
い
た 

米
、
汁
の
煮
炊
き
用
の
蒸
気
釜
大
小
共
一
ケ
づ
つ
、
茶
釜
一
、
洋
食
器
具
類
一
揃

食
事
す
る
足
元
一
吋
の
パ
イ
プ
が
通
っ
て
い
て
温
く
、
幹
部
、
職
人
、
徒
弟
、
来

客
、
三
食
共
々
仲
よ
く
食
事
（
当
時
は
物
を
賣
り
に
来
た
人
も
食
事
を
し
、
一
日

に
一
人
以
上
は
来
客
が
あ
っ
た
。） 

十
一
、
浴
場
、
洗
面
所
其
の
他 

白
、
タ
イ
ル
張
り
蒸
気
湯
一
度
に
六
名
並
ん
で
入
れ
る
。
理
髪
師
は
月
一
回
出
張

す 

る
。
ト
イ
レ
四
ヶ
所
、
残
飯
整
理
に
豚
一
匹
飼
育
、
鳩
二
十
羽
、
犬
一
匹 

 



      

十
二
、
外
注 

織
機
工
場
＝
縦
糸
に
模
様
を
つ
け
て
横
糸
は
無
地
を
織
る
（
解

ほ
ぐ
し

ホ
グ
シ
） 

第
一
工
場 
小
此
木
利
一
、
第
二
工
場 

平
田
一
平
、
第
三
工
場 

平
田
連
一
郎 

第
四
工
場 

平
田
次
好
、
第
五
工
場 

境
町
に
あ
っ
た 

併
用
絣

が
す
り 

手
織
三
〇
〇
台
、
附
近
一
帯
武
州
の
広
木
迄
伸
び
て
い
た 

引
込
、
筬
台
返
し
、
機
巻
き 

横
糸
絣
り
縛 し

ば

り
家
、
棒
捺
染
を
す
る 

堀
口
の
吉
田
次
郎
（
五
人
使
用
）
武
州
木
村
光
次
（
三
人
使
用
） 

富
塚
渡
辺
国
三
郎
（
二
人
使
用
）
富
塚
新
井
又
次
郎
（
三
人
使
用
） 

戸
谷
塚
五
十
嵐
勝
蔵
（
三
名
使
用
）
の
五
軒 

型
紙
彫
鈴
木
さ
ん
は
足
利
、
織
り
上
っ
た
品
の
整
理
も
中
央
社
、
金
銀
糸
購
入
も

足 

利
に
縁
が
あ
っ
た
。
中
央
社
員
は
オ
ー
ト
三
輪
で
や
っ
て
来
た
。 

鉄
工
所
の
出
入
は
久
保
田
鉄
工
、
櫻
井
鉄
工
、
大
工
は
武
州
の
富
さ
ん
、
来
客 

の
場
合
精
（
？
）
心
軒
が
利
用
さ
れ
て
い
た 

 

次
に
工
員
の
教
養
、
娯
楽
及
び
社
会
に
及
ぼ
す
影
響 

一
、 

毎
朝
ラ
ヂ
ヲ
体
操
に
集
合
す
る
前
に
会
社
内
に
あ
る
氏
神
様
を
礼
拝
し
た
、 

旅
行
の
春
秋
二
回
は
外
注
の
仕
事
を
し
て
い
る
者
も
一
緒
に
見
聞
を
広
め
る
こ
と
に 

し
た
。
其
の
費
用
は
全
額
会
社
負
担
で
あ
っ
た 

二
、 

日
記
帳
が
年
の
始
に
全
員
に
渡
り
、
此
れ
を
書
く
の
が
大
人
に
な
っ
て
役
立
つ
と
週

に
一
度
は
幹
部
よ
り
檢
査
を
さ
れ
檢
印
が
捺
さ
れ
た 

三
、 

兵
隊
検
査
（
二
十
一
才
）
に
な
る
と
、
年
明
け
と
云
う
て
特
別
被
服
夏
冬
物
の
支
給

が
あ
り
、
此
れ
よ
り
一
人
前
と
な
り
、
独
立
は
自
由
の
身
に
な
る
。
寝
具
は
会
社
負

担
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
破
れ
物
は
裁
縫
が
出
来
る
様
に
針
糸
は
一
人
々
小
物
具
と

し
て
も
っ
て
い
た
。
新
入
社
員
の
工
業
学
校
の
夜
学
通
ひ
は
小
此
木
兄
弟
商
会
の
名

入
れ
提
灯
下
げ
て
自
轉
車
で
名
入
れ
の
雨
傘
を
さ
す 

四
、 

ラ
ヂ
ヲ
一
、
蓄
音
機
一
は
流
行
歌
、
洋
楽
、
浪
曲
、
新
し
い
も
の
は
次
々
に
購
入
、

運
動
具
＝
野
球
具
一
式
、
庭
球
具
一
式
、
ピ
ン
ポ
ン
、
高
跳
、
鉄
棒
、
オ
ル
ガ
ン
、

ヴ
ィ
オ
リ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
腕
時
計
は
自
分
で
買
ふ
。
医
料
は
会
社
で
負
担
し
た 

    



        

五
、 

日
用
品
は
、
す
べ
て
の
品
々
を
市
價
の
半
額
で
購
買
す
る
。
盆
二
日
、
正
月
の
三
日
、

第
一
日
曜
、
第
三
日
用
は
自
由
で
あ
る
か
ら
実
家
を
訪
れ
る
者
も
あ
り
、
町
へ
映
画

を
見
に
行
く
者
も
あ
り
、
其
の
時
の
服
装
は
今
で
は
笑
い
事
か
も
知
れ
ぬ
が
平
気
で

あ
っ
た
。
下
駄
、
ゴ
ム
の
短
靴
、
ツ
メ
襟
の
服
、
夏
は
コ
ン
コ
ツ
帽
子
、
十
八
、
九

才
に
な
る
と
、
生
意
気
に
な
り
中
折
帽
子
で
町
を
歩
き
廻
り
十
銭
で
カ
フ
エ
ー
で
平

気
で
寄
れ
、
帰
り
に
支
那
そ
ば
な
ど
た
べ
る
と
三
日
も
美
味
か
っ
た
。 

六
、 

俗
に
云
う
軍
隊
様
式
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
も
今
考
へ
見
て
も
宜
し
か
っ
た
と
私
は
思

ふ
。
社
会
的
の
評
価
は
＝
二
十
一
才
に
な
る
と
、
家
を
一
軒
立
て
る
貯
金
帳
を
所
有

し
て
い
る
の
で
婿
に
と
望
む
者
は
数
知
れ
ぬ
こ
と
で
證
明
出
来
た
と
思
ふ
。
ボ
イ
ラ

ー
か
ら
出
る
石
炭
ガ
ラ
は
除
ケ
、
富
塚
方
面
の
道
ぶ
し
ん
に
寄
贈
し
た
の
で
此
れ
又

好
評
価
、
附
近
の
道
路
は
、
自
転
車
が
乗
り
良
か
っ
た
の
で
有
難
か
っ
た
声
多
し
。 

七
、 

織
る
人
に
は
懸
賞
を
付
け
て
月
に
何
疋
織
る
と
一
反
と
、
賞
を
受
け
る
日
は
大
変
賑

か
に
な
る
。
当
時
織
子
を
三
人
持
つ
と
倉
（
蔵
）
が
立
つ
と
云
う
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
。 

八
、 

献
上
天
覧 

 

伊
勢
崎
銘
仙
製
造
者
（
昭
和
四
年
、
機
業
約
一
、
〇
〇
〇
戸
、
手
機
数
二
五
、
〇
〇

〇
台
）
中
（
機
家
）
献
上
品
（
鶴
）
、
天
覧
品
（
菊
）
を
指
令
さ
れ
た
の
は
当
初
は

勿
論
小
此
木
一
門
の
名
誉
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
工
場
は
内
務
省
の
警
察
で
大
多
勢

者
の
織
子
中
家
系
迄
、
特
高
警
察
が
調
べ
上
げ
一
度
で
も
男
の
人
の
手
を
握
っ
た
と

云
う
人
は
皆
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
中
で
嚴
選
さ
れ
て
三
名
が
選
定
さ

れ
〆
縄
を
張
り
巡
ら
し
織
り
上
る
迄
外
出
禁
止
、
毎
日
巡
査
や
刑
事
が
様
子
を
見
に

来
て
い
た
。
又
工
場
内
で
働
く
全
員
は
檢
便
し
染
色
に
た
づ
さ
わ
る
者
は
特
に
身
を

清
め
、
染
料
配
合
に
当
っ
て
は
手
が
ふ
る
え
る
心
知
で
あ
っ
た
。
斎
戒
沐
浴
と
は
此

の
事
か
と
思
ふ
。 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
記
＝
此
の
記
は
私
の
記
憶
で
あ
っ
て
、
其
の
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
大
な
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
と
思
ふ
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
と
ん
ど
人
が
現
在
故
人
に
な
ら
れ
愚
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人
の
思
ひ
出
の
記
で
誠
に
申
し
わ
け
な 

く
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

  

平
成
元
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
此
木 

茂
利 

識 



        
 
 

 

解
併
用
大
絣
（
伊
勢
崎
織
物
同
業
組
合
史
よ
り
） 

  

「
解
併
用
大
絣
」
は
大
絣
の
変
化
発
達
し
た
る
も
の
と
認
む
る
こ
と
を
得
べ

く
、
大
正
七
年
七
月
我
が
伊
勢
崎
に
於
て
研
究
完
成
せ
る
も
の
に
し
て
、
大

絣
に
於
て
は
経
緯
共
同
一
の
目
色
を
交
叉
組
織
し
鮮
明
な
る
模
様
を
明
瞭
に

描
出
し
得
る
も
、
製
織
上
柄
崩
れ
を
恐
れ
細
線
、
曲
線
を
現
は
す
こ
と
困
難

に
し
て
寧
不
可
能
に
属
す
。
又
解
織
に
見
る
が
如
く
細
線
曲
線
は
任
意
に
然

も
容
易
に
製
織
し
得
る
も
、
緯
糸
に
無
地
糸
を
織
る
が
故
に
色
相
の
鮮
明
を

欠
く
欠
陥
あ
り
。
茲
に
於
て
解
の
方
法
を
以
て
経
糸
に
模
様
を
顕
し
、
大
絣

の
方
法
を
以
て
緯
糸
を
作
り
、
之
等
経
緯
の
模
様
を
合
致
せ
し
む
る
様
考
案

せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
初
め
は
経
緯
の
模
様
容
易
に
合
致
せ
ず
数
度
失

敗
を
重
ね
つ
つ
も
益
々
研
究
を
続
け
た
る
結
果
、
経
糸
を
解
し
織
の
方
法
に

基
づ
き
捺
染
す
る
場
合
、
型
紙
に
横
に
動
く
位
置
を
一
定
す
る
た
め
経
糸
の

中
央
に
標
準
糸
を
設
け
、
之
を
定
規
と
し
て
型
付
の
場
合
型
紙
の
位
置
を
定

む
る
工
夫
を
小
此
木
平
八
郎
氏
に
よ
っ
て
発
見
せ
ら
れ
、
之
に
よ
っ
て
成
功

を
見
る
に
至
り
如
何
な
る
構
図
の
模
様
も
明
瞭
に
且
鮮
明
に
製
織
せ
ら
れ
複

雑
せ
る
時
代
の
要
求
に
応
ず
る
こ
と
を
得
る
に
至
り
、
所
謂
一
大
進
展
を
示

せ
る
は
伊
勢
崎
産
地
の
誇
り
と
な
す
べ
き
処
な
り 

     


